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     下妻甘熟梨がイオンと連携強化 

農業学園 第3回講座を開講しました！ 

   

筑西地域農業改良普及センターHPへアクセス！→ 

 7月25日，水稲栽培における基礎的な知識を習得する目的で
農業学園第3回講座「普通作講座」を開講し，農業学園生9名が
参加しました。  
 講座では，普及センターから水稲栽培で問題となる水田雑草
や畦畔雑草の種類，その防除のために使用する水稲除草剤の分
類や特性と，効果的な除草剤の使用方法を説明しました。 
 講義後は現地へ移動し，ＪＡ常総ひかりが主催する茎葉除草剤
散布省力化資材「ラウンドノズルＵＬ Ｖ５」実演講習会に参加しま
した。この資材は，除草剤を細かい粒子として噴霧する特殊なノ
ズルで，少ない水量で散布できるため，薬液を補充する回数を
削減でき，作業時の負担軽減に繋がります。 受講生は，水稲栽
培における省力化の重要性を再認識した様子でした。 
 
 

 7月30日，下妻甘熟梨プロジェクト設立総会および趣意書締結式が開催されました。当プロジェク
トは，下妻の梨のPR，生産振興，産地活性化を目的に，市果樹組合連合会，JA常総ひかり，茨城県，
下妻市，イオンリテールにより組織されました。 
 「下妻甘熟梨」は，有機質肥料を用いた専用圃場で栽培され，早期摘果を徹底して大玉生産を心
掛けています。また，収穫を通常より約10日遅らせることで，樹上で完熟させ，梨本来のみずみずし
さ，甘さ，シャリ感を堪能できる商品です。甘熟梨は手間がかかるため，昨年の生産量は約22トンと，
市果樹連合会全体の生産量の１％にも満たない希少性の高い商品となっています。 

  今回のプロジェクトの設立は，若手生産者5名からなる下妻
梨ＰＲプロジェクトチームが「梨本来の旬のおいしさを伝える」
目的で始めた活動が認められたものです。設立総会において，
下妻市の菊池市長は「イオンとの連携により，産地活性化を期
待している。後継者が育つような産地とするため，可能な限り
バックアップしていく。」と期待を表明しました。 プロジェクトで
は，販売会等のPRにより「下妻甘熟梨」のイメージアップを図り，
販売をサポートしていきます。 
 

 その後，下妻市で水稲栽培の省力化技術やＩＣＴ技術導入に取
り組む(株)ライス＆グリーン石島を視察しました。受講生は，自動
給水装置を設置したほ場や乾田直播ほ場を見学し，新技術につい
ての質疑も活発に行われ，管内を代表する先進農家の取組に刺
激を受けていました。 
 普及センターでは，引き続き，受講生の経営に役立つ講座を開
講していきます。 
 

普及センター職員による講義 

茎葉除草剤散布省力化資材実演講習会 

㈱ライス＆グリーン石島ほ場視察の様子 

下妻甘熟梨プロジェクト設立趣意書締結式 



普及員のひとりごと～増山 弘～ 編集後記 

 この４月に筑西普及センターに新たに勤務することになりました。日
頃から茨城県の農産物は，種類が豊富で美味しく魅力度一番だと思っ
ております。微力ですが一生懸命仕事に取り組み，少しでも皆さんのお
役に立てるよう努力するつもりですので，よろしくお願いいたします。 
 

 梨の季節がやってきました。
管内は，県内でも有数の梨の産
地となっています。農家さんが丹
精込めてつくった梨を是非，皆様
も食べてみてください。 今瀬 

農薬の適正使用を徹底しましょう！ 

＜必ず守るべき事項＞ 

 農薬は，使用方法等を間違えると，効果が得られないだけでなく，農薬取締法により罰せられる場
合もあります。また，農薬事故（残留基準値超等）が起こると，本人はもちろん，産地の信頼を失うこ
とになります。農薬のラベルをよく見て使用するとともに（下図参照），記録を残し，器具はよく洗浄
するなど十分に注意しましょう。  

平成31年度 茨城県立農業大学校入学生募集 
 農業の実践力を養います。大学への編入資格も得られます。 

 ■ 募集人員等 

 

 ■ 願書受付・入学試験 

 

■ 授業料等 
・入学試験手数料（2,200円），入学料（5,650円），授業料（年118,800円），教材費他 
・学科１年生は全寮制（家賃は無料，１人食費月額約30,000円他），学科２年生及び研究科は希望入寮制 

 

 

 

■ 農大ホームページ  農業総合センター農業大学校／茨城県  検  索  

■ 問い合わせ先 

  〒３11－3116    茨城県東茨城郡茨城町長岡4070-186 
  茨城県立農業大学校  入試事務局  TEL029-292-0010 

 

 

 

願書受付期間 試験日 選抜方法試験区分

平成30年10月1日（月）～10月19日（金）

研 究 科
一般入試

筆記試験

口述試験（個別面接）

調査書等
平成30年11月12日（月）～12月7日（金） 平成30年12月13日（木）

平成30年10月31日（水）

前期 平成30年11月12日（月）～12月7日（金）

小論文

口述試験（個別面接)

調査書等

筆記試験

口述試験（個別面接)

調査書等

平成30年12月13日（木）

後期 平成31年  2月 4日（月）～2月22日（金） 平成31年3月5日（火）

推薦入試
（各学科）

一 般

入 試

（各学科）

・使用する作物 
・希釈倍数 
・使用時期 
・成分の総使用回数 

区分 学　科　名 募集人員 受験資格 修業年限 専攻コース

農学科 ４０名 ２年 普通作・露地野菜・果樹

畜産学科 １０名 ２年 ー

園 芸 学 科 ３０名 ２年 施設野菜・花き

１０名

農業大学校卒又は短

大等卒以上若し くは

卒業見込みの者

２年 作物・園芸・畜産

高校等を卒業した者
又は平成３１年３月に

卒業若しく は修了見

込みの者

研究科

学

　
科


